
「名古屋港管理組合中期経営計画２０２３」の改訂について（概要） 

 

 本組合では、具体的な施策や事務事業を取りまとめた５か年計画「名古屋港管理組合中期経

営計画２０２３（令和元年度策定）」について、改訂を行いました。 

 

１ 主な改訂内容 

（１） 新型コロナウイルス感染症の影響に対する本組合の考え方を示すとともに感染症対策に向け

た新規事務事業を追加 

  ・記載内容 ＜新型コロナウイルス感染症への対応について＞  （冊子表紙裏） 

経営計画に掲げる施策や事務事業をすすめるにあたって、感染症への対応に十分

配慮しながら取り組んでまいります。また、今後も感染症による影響を注視しな

がら、必要に応じて見直してまいります。 

 

・新規事務事業 

施策１ 「名古屋港を利用する事業者への支援」 （冊子：Ｐ20） 

（理由） 感染症の影響により、名古屋港を利用する事業者において経営への影響が懸念され

るため、港湾施設使用料等の一時的な支払いを猶予する支援を４月より実施してい

るため、事務事業を追加しました。 

 

施策３ 「感染症拡大防止に向けた水際対策の実施」 （冊子：Ｐ24） 

（理由） 感染症拡大防止に向け、検疫所等の関係機関と連携し水際対策を実施していくた

め、事務事業を追加しました。 

 

（２）温室効果ガスを排出しない新たなエネルギー源である水素の利活用について、検討をすすめ

ていくことを明記  

・記載内容 「温室効果ガスを排出しない新たなエネルギー源として期待されている水素の利活

用について、検討をすすめていく必要があります。」 （冊子：Ｐ10） 

 

２ その他 

 上記のほか、成果目標、事務事業の追加・変更などを行いました。 


